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世界初の特許技術『曲面サウンド』で音のバリアフリーを実現する 

「ミライスピーカー®・モビィ(Moby)」 

1,000 名規模の事業所用防災スピーカーとして採用 

東芝デバイス＆ストレージ小向分室様が導入を決定 
株式会社サウンドファン（所在地：東京都台東区、代表取締役社長：山地浩、以下「サウンドフ

ァン」）は、音のバリアフリーを実現する「ミライスピーカー®」のポータブルワイヤレスアンプ

モデル「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」が、東芝デバイス＆ストレージ株式会社の小向

分室（所在地：神奈川県川崎市幸区、以下「TDSC」）に防災用スピーカーとして導入されたこと

を発表します。 

 

【背景と課題】 迅速・確実に避難指示が伝わるようにしたい 

TDSCは、東芝グループの会社です。国道からの騒音が多い避難訓練の場所において、従業員の安

全を確保するため、有事の際に迅速に確実に避難指示が伝わるよう工夫する必要がありました。しか

し、これまで避難訓練で使用してきたワイヤレススピーカーでは、前列の方には音量が大きすぎ、後列

の方には前方で話している内容が聞き取りにくいなどの課題がありました。 

 

【導入の経緯】 1,000名規模の避難訓練で実験し効果を実感 

そこで TDSCは、特許技術「曲面サウンド」搭載により言葉が広く遠くまで届く「ミライスピーカー®・モビィ

（Moby）」を情報伝達機器として選定。約 1,000名が参加する工場敷地内（30m×20m）での「防災訓練」

にて、避難指示が問題なく伝わるかを実験しました。 

「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」は、バッテリーを内蔵したワイヤレス式で電源が無い場所でも使用

でき、軽量で持ち運びも容易なスピーカーです。ワイヤレスマイク 2本と有線マイク 1本の合計 3本を同

時に接続することが可能、しかも 1台の「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」から同時に複数のマイクから

の音声を出すことができます。 

今回の避難訓練で使用したのは、約 2mの高さのスタンドを使用した「ミライスピーカー®・モビィ

（Moby）」4台です。約 30 メートル×20 メートルの敷地内の避難場所 4か所（前後左右に 1台ずつ）に



配置しました。「防災訓練」では、避難指示や点呼、各部署における報告や注意事項説明、責任者挨拶

などを「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」に接続したワイヤレスマイク 2本を使用し、「ミライスピーカー

®・モビィ（Moby）」4台から同じ音声を出力しました。（※１） 

その結果、避難場所に設定した場所が国道に隣接し騒音が激しい状況においても、問題なく避難指

示などの音声が参加者に届き、滞りなく避難訓練を実施することができました。 

TDSCは、今後の防災対策用として「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」の購入を決め、2019年 6月

21日に導入しました。 

 

【エンドユーザーコメント】 

＜「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」の導入を決めた TDSC総務部のご担当者＞ 

防災の観点では、漏れなく全員に避難指示などが伝わることが不可欠です。しっかりした情報伝達がで

きれば、一人ひとりが状況を把握でき、大勢の人が一気に動き出すような有事の際でも、混乱を最小限

に抑えることができると考えています。事業所には、様々な年齢層の従業員がいます。中には多少聴覚

に問題を抱えている方や、今後、加齢に伴い聴覚が落ちてくる方が出てくる可能性があります。 「ミライ

スピーカー®」は、そんな聴力の低下が見られる方に対して音声による情報伝達の改善が期待できます。

これまでも、防災やダイバーシティに努めてまいりましたが、今回の「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」

の導入で、さらによりよいスピーカーが採用できたと考えています。 

 「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」は、避難訓練だけでなく、実際の有事の際にも活用が期待できま

す。そのためにも、大勢の集まる会議などで利用できるようにするなど、様々な従業員が容易に使用で

きるような方法は検討していきたいと考えています。 

 

【今後の展望】 

サウンドファンでは、電源がない場所でも日常の延長としてすぐに利用できる「ミライスピーカー®・モビ

ィ」を、災害や防災に備えたいと考える企業や地方自治体への販促活動に注力し、「聴こえ」の側面から

人々の安心安全に貢献していきます。 

 

※1 避難訓練における「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」の簡易的な配置図は、以下の通りです。 

 

 



■Appendix 

＜「ミライスピーカー®」について＞ 

サウンドファンが独自に開発した世界初の特許技術「ミライスピー

カー®」の曲面振動板スピーカーは、100年以上変わらない従来の空気

を押し出すコーン型スピーカーとは異なり、湾曲させた振動板全体か

ら音が飛び出す構造により、広い範囲に特殊なエネルギーのある音を

生成することができます。 

その音である『曲面サウンド』は、聴こえにくい方をサポートする

ことができ、さらに、広く・遠くまでハッキリと音声を届けることが

でき、誰にとっても聴こえやすい音のバリアフリー環境を実現するこ

とができます。※ 

※「聴こえ」には個人差があります。  

 音の情報がうまく聞き取れない、伝わらない…「聴こえ」の問題を「音」のまま解決 

日本人の約 9 人に１人は、毎日の暮らしのなかで「聴こえにくい」困難を抱えています※。

2016年 4月には障害者差別解消法が施行され、バリアフリーへの対応が官民ともに急がれてお

ります。「聴こえ」に不安をお持ちの方に対して、ミライスピーカー®を活用した「音のバリアフ

リー」社会をひろめることで、「音」による情報を「音」のまま伝えることが可能となり、特に

災害時や緊急時に有効であると考えます。 

※ 出典：一般社団法人 日本補聴器工業会 JapanTrak 2018調査報告 Page4、Page14 

 

＜「ミライスピーカー®」導入事例＞ 

医療機関、金融機関、区役所等の公共機関、老人ホーム、大学、教会、一般企業、高齢者のご家

庭など、音（言葉）による情報を明瞭にお届けしたいシーンでの活用が進んでいます。 

 

 導入実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[日本航空 JALカウンター] 

電源が無い場所でも自由に活用でき、ワイヤレスマイクにも対応した新モデル

「ミライスピーカー®・モビィ（Moby）」が、国内 13空港に導入されました。大型

連休中も問題なく稼働し、お客様へ必要な情報をお伝えするツールとして活

躍しました。 

[野村證券 セミナールーム] 

野村證券 全国 97支店セミナールームに導入。首都圏のある支店で開催し

た 5回のセミナーで「ミライスピーカー®」を試験的に使用（既存のスピーカー

は使わず、「ミライスピーカー®」のみ 1台設置）。アンケートの結果として 51%

の方から「いつもよりよく聞こえた」という回答をいただきました。 

日本特許第 5668233号及び 

他登録済特許あり 



 会社概要 

会社名：株式会社サウンドファン 

本社：東京都台東区浅草橋 1-32-6 コスモス浅草橋酒井ビル 4F 

設立：2013年 10月 7日 

代表取締役社長：山地 浩 

資本金： 100,000,000 円 （資本準備金含む：200,000,000円） 

URL：https://soundfun.co.jp/  

事業内容： 

音のバリアフリーを実現する「ミライスピーカー®」の開発・製造・販売・個人向けレンタル 

-個人向け：「ミライスピーカー®」サブスクリプションサービスの提供（月額定額課金）及び販売 

-法人向け：各種「ミライスピーカー®」の販売 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する問合せ先】 

株式会社サウンドファン  コミュニケーション戦略部 

〒111-0053 東京都台東区浅草橋 1-32-6 コスモス浅草橋酒井ビル 4F 

TEL:03-5825-4749 FAX:03-5825-4794／e-mail:pr.mirai@soundfun.co.jp 


